第44回　施設処遇検討会議　議事録

H20.2.18　13:30～15:30

青山荘地域交流室

出席者：佐々木優佳・山田忍・山口碧

三浦理見・原佳伸・馬渡道伸

（欠席者：千葉潜C.E.O・長谷部A.O.M・秋山S.G.M・清水S.G.M・小坂和子）

記　録：三浦理見

議題

１：佐藤　ミツ子様（青風荘入所者様）の処遇について

２：大國　英里　様（青明舎利用者様）の処遇について

３：清川　厚子　様（青山荘利用者様）の処遇について

１：佐藤　ミツ子様（青風荘入所者様）の処遇について

病名：統合失調症　　　　　合併症：便秘症・低血圧

　＜問題点＞

①洗濯/手伝いなどに固執した社からクレームもある.
　　　→介入方法

· 洗濯機・乾燥機の利用（順番を無視する・他人の物に混ぜて行う）について再度本人と話し合い、間違った行為である事を理解してもらう。洗濯のやり方について本人と学習し決めておく。守れない場合は声をかけて他者とトラブルにならないよう介入する。

· 手洗いなどが長くなっている場合は様子を見てこちらから声をかける。

　　②下着や上着の適切な着用ができない。場にそぐわない服装をする。（適度な回数の洗濯ができない）

　　　→介入方法

· 衣類に関してこだわりや思い込みがあるようで、新しい肌シャツやズボン下を切断して別の下着に縫い付けて着たり、気温が高いにも関わらず、何枚も重ね着（７～８枚）した上に夏物を着たりするため、その都度、声をかけ周りの服装と比較してもらい、服装について一緒に検討して習慣化できるよう支援を行っていく。

· 外出時の場合など場所や場合に合わせた衣類を選べるように助言する。

· 新調した衣類を着けず、同じ衣類や古い衣類を頻回に洗濯して（毎日のように洗濯する）着続ける為、衣類の調整の仕方を一緒に確認していく。（声かけすると着るのが無いと言われる）

③計画的な金銭管理や買い物が出来ない。

　→介入方法

· 決められた金額内（1W3000）で必要な物を適量購入できるようにその都度支援を行っているが日用品や嗜好品の購入回数も頻回なうえ、使用量も多いため、1日1週間の目安を決め、使用の仕方について本人と検討・学習する。

＜評価＞

　昔から少々強迫観念あったものの、最近行為が目立っており、他者からのクレームがある。他者から直接クレームを受けているが聞き流しているため本人のストレスとなることもなく、改善も困難。洗濯や入浴に関しても本人なりのこだわりがある。現在も本人の行為に対して強い指導は行わずにいるが、他者への迷惑行為がある場合にはその都度指導を行っている。その場では納得し行為を止めるものの次回からも続けて同じ事を繰り返す。本人のこだわりを受容しながら、他者トラブルに繋がらぬよう職員介入しながら、必要時は預かりや回数制限などもやむを得ず行う必要がある。マナーへの配慮ができるよう引き続き支援を行う。

　　

２：大國　英里　様（青明舎利用者様）の処遇について

　　病名：統合失調症　　　　　　　合併症：眼病・皮膚病（詳細不明）

　＜問題点＞

1 生活リズムが崩れている

→介入方法

· 青明舎に定期的に来所して、日中の活動を行い生活リズムの安定をする。

· 自宅では家事手伝いを行うようにする。本人来所した際に自宅での様子について話を聞き振り返りを行う。

　　

2 バランスの良い食事がとれない（好き嫌いが多い）

→介入方法

· 青明舎の食事サービスの利用を継続する。

· 何かと理由をつけて、青山荘での食事をキャンセルすることがあるため、本人へなぜ食事サービスを利用しているのかを意識付けを行う。

　　

3 睡眠時間の乱れ

→介入方法

・睡眠時間が不規則である為、本人と毎週目標を設定し振り返りと評価を行う。（長電話・編み物・ゲーム等）

＜評価＞

　　　新体系後うみねこ幸房利用登録を行う予定だが、青明舎利用時期から幸房利用時期、現在の生活状況からも4月以降後からの利用には再検討が必要と思われる。生活リズムについては当日のスケジュール（外来・青明舎利用等）が決まっていれば時間に起床することは可能とのことだが、特に予定がない日には起床できずにいる様子。昼時に起床後もゴロゴロして過ごしている。青明舎利用目的として就労を挙げているが、本人はさほど就労へ対する意識も強くなく、青明舎掃除を就労訓練として取り入れていた際にも就労のための訓練としてではなく「ボランティア」として利用していると勘違いしている様子。本人の就労に対しての希望も特になく漠然と日中の活動の場として利用している。同居中の母は本人に協力的であり、本人の考えや希望を尊重している。入院歴についても詳細不明であるものの、精神症状悪化に伴う入院は数少なく、主に食生活による病状悪化（脂肪肝等）による他科入院が多いとのこと。現在青明舎食事サービスを利用中ではあるものの、天候等に理由をつけサービス利用を中止する日も多いことや、食事内容によっては主食と汁のみ摂取し、残食する場合も多い。今後青山荘職員と協力し、本人の食事内容や好き嫌いへの働きかけを行っていくとともに、就労については本人の就労に対する真の目標や希望を明確にしながらうみねこ幸房を体験利用を通して正式利用へと移行していく。同時に、情報不明瞭・不十分であるため、八戸赤十字病院からの情報収集を行う。

３：清川　厚子　様（青山荘利用者様）の処遇について

病名：知的障害（IQ63）　　　　　　合併症：糖尿病

　　＜問題点＞

1 荘内の日課（体操・掃除）に取り組むことが苦手である。

→介入方法

· 皆と同じ時間ではなく、デイケア通所前など、時間をずらし個別に取り組んでもらう。

· 日課が出来たときには、一緒にご飯を食べに出掛けたり、買い物に行くなど達成出来た時は評価し、継続して取り組めるよう工夫する。

· 外出泊時には必ず布団上げ・掃除・洗濯を済ませてから出かけることとし、身の回りのことを行う習慣をつける。

②整容面（洗顔、歯磨き、身だしなみ）

　　　　→介入方法

· 洗顔、歯磨き、身だしなみを整えてからデイケアへ通所するよう職員がデイケア通所持に毎日介入する。

· 一緒に買い物に行き洗顔料や化粧水等を購入し、使ってみるなど、本人が身だしなみに気を遣うような工夫をする。

＜評価＞

目標があれば時間通りには困難ではあるが、促されながらも時間をずらして活動を拒否なく行うことが出来るようになっている。また、買い物時や金銭管理についても嘘をつくことが少なくなり、疚しいことがあっても正直に話すことが出来るようになっている。「有難う」「御免なさい」等の挨拶も出来るようになっているため、その都度評価は行い本人のモチベーション向上につなげている。しかし、担当職員へ依存的ではあり、担当職員が他入所者へ個別支援を行っていることで構ってもらえないことでいじけて、わざと気を引くような言動をとることがある。今後も職員の統一した介入が必要であり、本人と一定の距離を保ちながら援助を行っていく。

